体育科学習指導案
京都市立○○小学校　６年○組（男子○名，女子○名，計○名）
平成○年○月○日～○日　　９時間計画　　運動場　　指導者　○○　○○
１.　単　　元　　　タグ・ラグビー

２.　運動の特性
	　タグを付けた２つのチームが入り交じり，ボールを手でもって相手をかわしたり，パスをつないだりしながら，ゴールラインまでボールを運んだり，また，相手のタグを取り，動きを止めることで守ったりしながら，得点を競い合って楽しむ運動である。


３.　子どもの実態
　・　体を動かすことが好きで体育の学習を楽しみにしている子どもが多い。

・　テレビでは見たことがあるものの，ラグビーのルールを知っている子どもは少ない。

・　ラグビー型の単元をするにあたって，トライに魅力を感じている子どもが大半である。

　・　「タグ・ラグビー」では，これまでの学習で経験した「バスケットボール」や「サッカー」とは違い，パスが前にできないことの難しさに不安を感じている。

・　「サッカー」の学習を通じて，次第に主体的な活動ができるようになってきた。子どもたちはその経験を，「タグ・ラグビー」にも生かしたいと望んでいる。

・　チームのメンバーと協力したり，よい雰囲気でゲームができたりすることにも喜びを感じる子どもが多いことから，「サッカー」の学習ではチーム内でよい声をかけ合い，高め合う姿が見られた。

４.　子どもからみた特性

	　自分が全力を出せば勝てるかもしれないチームを相手とし，ボールを手でもって相手をかわしたり，味方とパスをつないだりしながらゴールラインまでボールを運んで攻め，また，相手のタグを取り，動きを止めることで守るなど，チームで攻防を工夫して得点を競い合って楽しむ運動である。


５.　学習のねらいとみちすじ

　（1）学習のねらい

・　攻め方や守り方を工夫したり，相手チームに応じた作戦を工夫したりして，勝敗を競い合ってタグ・ラグビーを楽む。

　　　

　（2）学習のみちすじ

　　　　ねらい1　チームやゲームの進め方に慣れ，いろいろなチームに挑戦してゲームを楽しむ。

　　　　ねらい２　少しがんばれば勝てそうな相手と攻め方や守り方を工夫しながらゲームを楽しむ。

　　　　ねらい３　これまでの成果を確かめながらいろいろなチームに挑戦して楽しむ。

　　　　　　　　

６.　学習活動と指導・支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45分×９）

	時間
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価の重点
	評価の観点

（評価の方法）

	
	
	
	関
	思
	技
	

	はじめ25分
	・　学習のねらいと単元計画を知り，見通しを持つ。

・　自分のチームとメンバーを確かめる。

・　ルールやゲームの進め方や準備の仕方を確かめる。

・　学習カードの使い方，学習の進め方を知る。

・　タグの付け方を知る。
	○　準備や片付けの仕方やゲームの進め方を確認する。

○　場の安全を確認する。


	○
　○

○


	○

○

○
	○

○

○


	・　準備や後片付けの役割を果たしている。（観察）

・　意欲的にゲームに参加し，ランやパスしようとしている。(観察)

・　ルールを守り，互いに協力してゲームを行い，勝敗を素直に認めることができる。

　(観察)

・　自分の課題に合っためあてをもってゲームにのぞむことができる。

　(観察・学習カード)

・　ボールをもったら，積極的に前に走ることができる。(観察)

・　チームで話し合い，簡単な作戦を工夫している。

　(観察・学習カード)

・　パスを受けるために積極的に動くことができる。(観察)

・　相手チームに応じた攻め方や守り方を工夫している。

　(観察・学習カード)

・　相手チームの守り方に応じたランやパスができる。

(観察・学習カード)



	なか

20分・

45分×

７

・

35分
	ねらい１の活動

チームやゲームの進め方に慣れ，いろいろなチームに挑戦してゲームを楽しむ。

○　リーグ戦①でゲームを楽しむ。

　・　ルールやゲームの進め方を確かめながらゲームをする。

　・　ボールの扱いや場の使い方になれる。

　・　ボールをもったら積極的にランやパスで攻めたり，タグを取って守ったりする。

　・　励ましたり，応援したりして仲間意識を高める。

ねらい２の活動

少しがんばれば勝てそうな相手と攻め方や守り方を工夫しながらゲームを楽しむ。

○　レベルアップゲームで楽しむ。

・　ボールをもったら相手のすきを見つけて，積極的に走ったり，味方がうけやすいパスを出したりして攻める。

・　フェイントを使ってリズミカルなステップで攻める。

・　相手がボールをもったらすぐにタグを取って守る。

・　相手の動きに合わせて，チームで声をかけ合って守る。

· レベルアップタイムを活用し，チーム力を高める。

自分のチームの課題を見つけ，攻め方の作戦を立て，それに応じた練習をする。

ねらい３の活動

これまでの成果を確かめながらいろいろなチームに挑戦して楽しむ。

○　リーグ戦②でゲームを楽しむ。

・　レベルアップゲームを通じて見つけた作戦や良い結果につながったプレーをゲームに生かしながら楽しむ。
	○　ゲームがスムーズに進められているか確認する。

○　「ボールをもったらどんどん前へ」の意識をもち，積極的に攻めることの大切さをおさえる。

○　動き方のわかりにくい子どもには，動き方のヒントを与える。

○　「失敗を恐れずにプレーしよう」と励ます。

○　励ましの声をかけたり，動きを指示したりしているよい態度を拾い上げ，みんなのものとする。

○　いいプレーには，「ナイスラン」「ナイスパス」などの声かけをする。

○　攻めの行き詰まりの場面を再現し，どのようにクリアすればいいのか考えるよう，声をかける。

○　個々の今ある力を個々のよさとして拾い上げる。自分のよさに気づくことで自信につながり安心感がもてるように声をかける。

○　ルールを守ったり，マナーを心がけたりして，みんなが気持ちよくプレーを楽しめる雰囲気をつくり出している子どもを紹介しフェアプレーの大切さをおさえる。
	
	
	
	

	まとめ10分
	○　学習の様子やできばえを振り返る。

・　チームや個人で工夫したことやうまくいったことを発表し，交流する。

・　気持ちのよいプレーや,楽しさにつながった声かけ・態度について発表し，交流する。
	○　よい結果に結びついた工夫や努力と，その背景にあるおもいや考えを取り上げ，その大切さに気付くようにする。

○　チームが一体になった例を出し，ボールゲームのよさを実感できるようにする。
	
	
	
	


７.　本時のねらい　　少しがんばれば勝てそうな相手と攻め方や守り方を工夫しながらゲームを楽しむ。

８.　本時の学習活動と指導・支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本時　第８時）

	時間
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価

	はじめ10

分
	○　第２グランドに移動する。

○　みんなで協力して準備をする。

○　対戦コート，ゲームに出る人，作戦を確認する。

○　チームごとに体慣らしをする。
	○　助け合って準備をする。

○　友だちが準備に手間取っているときは，早く準備ができたチームも手伝うように促す。

○　場の安全を確認する。
	

	なか28

分
	ねらい２　少しがんばれば勝てそうな相手と攻め方

や守り方を工夫しながらゲームを楽しむ。

○　各コート・各チームのプランにしたがって，時間の使い方を工夫し，主体的に進める。

・　攻め方の作戦を立て，それに応じた練習をする。

○　レベルアップゲームで楽しむ。

・　相手チームのあいているスペースを見つけて，ランで抜ける。

・　ボールをもって相手チームのメンバーを引き付け，もう一方の味方にタイミングよくパスをする。

・　味方と声をかけ合い，クロスプレーなどの有効な攻め方でゴールラインを目指す。

・　相手チームの一番活躍している子どもを積極的にマークする。

・　相手がボールをもったらすぐにタグを取って守る。

・　相手の動きに合わせて，チームで連携をとりながら声をかけ合って守る。
	○　レベルアップタイムがスムーズに進められているかを確認し，必要があればチームに関わり課題を見つけたり，その解決方法を助言したりする。

○　自信をもってパスをもらったり，走ったりできない子どもには，励ましながら，安心してボールがもらえる場所を示したり，動き方を演示したりする。

○　相手チームのディフェンスライ

ンに走りこむことをおそれるあまり，タイミングを失い，後退してしまうオレンジチームには，以下のことを助言しながら観察する。

　・　パスを回すだけでなく，相手陣内に攻め込む走りを積極的にする。

　・　ボールを持っていない子どもが立ち止まったままにならないようにする。

○　励ましの声をかけたり，動きを指示したりしているよい態度があれば記録し，まとめの時間に生かす。
	【健康・安全の思考判断】

・ 相手チームに応じた攻め方や守り方を工夫している。

　(観察・学習カード)



	まとめ７分
	○　学習の様子やできばえを振り返る。

　・　チームや個人で工夫したことやうまくいったことを発表し，交流する。
○　協力して後片付けをする。
	○　トライにつながる有効なプレーがあれば，その工夫をひろいあげ，よさとして返し広める。
○　チームが一体になった攻め方や守り方の例があれば紹介し，次時の各チームの作戦の工夫につなげるようにする。
	


９.　その他

○　準備するもの…ゴールライン，タッチライン，得点板，ラグビーボール，コーン，ゼッケン，

タイマー，タグ

　　

○　進め方…整列⇒あいさつ⇒前半５分⇒ハーフタイム１分⇒後半５分⇒整列⇒あいさつ

　　

○　人数…プレーヤー４人　（出ていない人は，タイマー係，得点係，審判をする。）

○　主なルール

①　じゃんけんで勝ったチームが，コートの真中からパスをして始める。

②　ボールをもってゴールラインを越えたら１点。

③　得点が入れば，相手チームの人がコートの真中からパスをして始める。

④　ボールを持ってタッチラインを踏んだり，ボールが出たりしたら，相手チームの人がボールの出たところからパスをして始める。

⑤　タグを取ったら「タグ」と言う。取られた人はその位置に戻ってパスをする。

⑥　タグを５回取ったら，攻守が代わる。

⑦　反則…・　ボールを前に投げてはいけない(スローフォワード)　　

・　ボールを前にこぼしてはいけない(ノックオン)

・　タグをとったときにその位置(ライン)よりも前にいるディフェンスのプレーヤーはその位置まで下がらないとプレーに参加できない(オフサイド)

⑧　わざと人にぶつかってはいけない。

	
	緑
	赤
	橙
	黒
	青
	黄
	得点
	失点
	得失点差
	勝点

	緑
	
	7 - 3

○
	11 – 1

○
	2 – 6

●
	3 – 2

○
	6 – 7

●
	29
	19
	＋10
	６

	赤
	3 - 7

●
	
	5 – 2

○
	5 – 9

●
	9 – 9

△
	7 – 8

●
	29
	35
	－６
	３

	橙
	1 – 11

●
	2 – 5

●
	
	2 – 9

●
	5 – 6

●
	1 – 6

●
	11
	37
	－26
	０

	黒
	6 – 2

○
	9 – 5

○
	9 – 2

○
	
	8 – 7

○
	5 – 5

△
	37
	21
	＋16
	９

	青
	2 – 3

●
	9 – 9

△
	6 – 5

○
	7 – 8

●
	
	5 – 7

●
	29
	32
	－３
	３

	黄
	7 – 6

○
	8 – 7

○
	6 – 1

○
	5 – 5

△
	7 – 5

○
	
	33
	24
	＋９
	９


　　○　リーグ戦①の記録

　　　　○は勝ち，●は負け，△は引き分け。

　　　　勝点：勝ちのとき…２，負けのとき…０，引き分けのとき…１

